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題字・畬野光義師

宗祖弘法大師御誕生1250年
大法会記念展

 「お大師さまから・
　お大師さまへ」

開催中～10月９日（月・祝）

利用案内
開
館
時
間

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始
の
み

　
（
展
示
替
え
に
伴
う
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

霊
宝
館
だ
よ
り　
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U
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w
w
.reihokan.or.jp

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントあり！

｢ 弘法大師坐像（萬日大師像）　金剛峯寺 ｣　一般的な弘法大師像は顔を正面に向けているが、万日に及ぶある修行者の労に報い、
大師が夢に現れ、左側を向かれた。その後、修行堂の大師像を確かめたところ左側を向いていたという記録があり、本像はその
伝承を伝えている。
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今
年
は
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
弘
法
大
師
空
海
（
お
大
師
さ
ま
）
が

御
誕
生
し
て
、
一
二
五
〇
年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

ゆ
か
り
の
文
化
財
を
展
示
し
、
現
代
に
残
る
名
宝
を
通
じ
て
お
大
師
さ
ま
の

足
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
入
定
さ
れ
て
か
ら
も
大
師
の
も
と
に
奉
納
さ

れ
た
文
化
財
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
お
大

師
さ
ま
へ
の
信
仰
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
絵
画

重
文　
一
字
金
輪
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
遍
照
光
院
【
３
期
】

重
文　
尊
勝
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
宝
寿
院
【
４
期
】

重
文　
丹
生
・
狩
場
明
神
像　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
期
】

重
文　
山
水
屏
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
期
】

重
文　
高
野
大
師
行
状
図
画　
　
　
　
　
地
蔵
院
【
１
〜
４
期
】

※
場
面
毎
に
展
示
替
え
あ
り

　
　
　
弥
勒
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

　
　
　
紅
頗
梨
色
阿
弥
陀
如
来
像　
　
　
宝
亀
院
【
３
・４
期
】

　
　
　
愛
染
明
王
像　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

３
期
・
４
期
の
主
な
展
示
品

令
和
５
年
４
月
15
日（
土
）〜
10
月
９
日（
月・祝
）

１
期　
令
和
５
年
４
月
15
日（
土
）〜
５
月
28
日（
日
）
※
終
了

２
期　
令
和
５
年
５
月
30
日（
火
）〜
７
月
９
日（
日
）

３
期　
令
和
５
年
７
月
15
日（
土
）〜
８
月
27
日（
日
）

４
期　
令
和
５
年
８
月
29
日（
火
）〜
10
月
９
日（
月・祝
）

　
　
　
※
臨
時
休
館
日　
７
月
10
日（
月
）

「
お
大
師
さ
ま
か
ら
・
お
大
師
さ
ま
へ
」

宗
祖
弘
法
大
師
御
誕
生
一
二
五
〇
年
大
法
会
記
念
展

国宝　諸尊仏龕　金剛峯寺　【３・４期】

重文　金銅三鈷杵（飛行三鈷杵）　金剛峯寺　【３・４期】

特別公開
重
文　

一
字
金
輪
曼
荼
羅
図　

遍
照
光
院　
【
３
期
】

重
文　

尊
勝
曼
荼
羅
図　

宝
寿
院　
【
４
期
】
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高
野
山
絵
図
（
万
治
元
年
）　　

 

金
剛
峯
寺
【
４
期
】

　
　
　
星
供
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
浄
菩
提
院
【
３
・４
期
】

　
　
　
荼
吉
尼
天
像　
　
　
　
　
　
　
　
親
王
院
【
３
・４
期
】

■
工
芸

重
文　
金
銅
三
鈷
杵
（
飛
行
三
鈷
杵
）　 

金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】特
別
公
開

重
文　
独
鈷
杵
（
金
銅
仏
具
の
う
ち
）　 

金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

重
文　
五
鈷
鈴
（
金
銅
仏
具
の
う
ち
）　 

金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

　
　
　
銀
合
金
小
皿　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

　
　
　
金
銅
蓮
台
形
舎
利
容
器　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

■
彫
刻

国
宝　
諸
尊
仏
龕　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】特
別
公
開

重
文　
狛
犬
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
社
【
１
〜
４
期
】

　
　
　
弘
法
大
師
坐
像
（
萬
日
大
師
像
） 

金
剛
峯
寺
【
１
〜
４
期
】

■
書
跡

国
宝　
続
宝
簡
集
第
11　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
４
期
】

国
宝　
続
宝
簡
集
第
12　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
期
】

国
宝　
細
字
金
光
明
最
勝
王
経　
　
　
　
龍
光
院
【
３
・４
期
で
巻
替
有
】

重
文　
崔
子
玉
座
右
銘
断
簡　
　
　
　
　
宝
亀
院
【
３
期
】

重
文　
即
身
成
仏
品　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
４
期
】

　
　
　
御
請
来
目
録　
　
　
　
　
　
　
　
西
南
院
【
３
・４
期
】

　
　
　
三
社
託
宣
（
織
田
長
好
奉
納
）　 

金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

　
　
　
華
厳
経　
巻
七
十
一　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
３
・４
期
】

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

弥
勒
菩
薩
像　

金
剛
峯
寺　
【
３
・
４
期
】

高
野
曼
荼
羅
図　

西
禅
院　
【
３
・
４
期
】

愛
染
明
王
像　

金
剛
峯
寺　
【
３
・
４
期
】

胎
蔵
界
大
日
如
来
像　

宝
寿
院　
【
３
期
】

次
回
の
展
覧
会
予
告

令
和
５
年
度
秋
期
企
画
展

　
「
弘
法
大
師
空
海
の
弟
子
た
ち
」

　
　

令
和
５
年
10
月
14
日（
土
）
〜
令
和
６
年
１
月
14
日（
日
）

　
　

※
12
月
28
日（
木
）
〜
１
月
４
日（
木
）
休
館

重文　山水屏風　金剛峯寺【３期】

国宝　細字金光明最勝王経　龍光院　【３・４期で巻替有】

重文　即身成仏品　金剛峯寺　【４期】
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『
高
野
大
師
行
状
図
画
』（
地
蔵
院
蔵
）と
は
、

弘
法
大
師
空
海
（
お
大
師
さ
ま
）
の
一
代
記
、

ご
誕
生
か
ら
ご
入
定
後
、
大
師
号
を
贈
ら
れ
る

ま
で
を
描
い
た
全
六
巻
で
制
作
さ
れ
た
伝
記

絵
巻
物
で
す
。
構
成
は
、
詞

こ
と
ば

書が
き

と
絵
を
交
互
に

書
い
た
物
語
が
全
五
〇
場
面
か
ら
成
り
ま
す
。

全
巻
を
通
し
て
上
下
の
界か

い

線せ
ん

が
あ
り
、
各
段
の

詞
と
絵
の
料

り
ょ
う

紙し

を
分
け
ず
に
書
い
て
あ
る
こ

と
か
ら
、
転て

ん

写し
ゃ

本ぼ
ん

と
し
て
の
性
質
を
も
ち
、
や

や
柔
ら
か
い
描
線
や
水す

い

彩さ
い

画が

的て
き

な
色し

き

彩さ
い

な
ど

の
特
徴
か
ら
、
制
作
時
期
が
鎌
倉
時
代
か
ら
南

北
朝
時
代
の
転
写
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
代
は
、
各
宗
派
の
祖
師
高
祖
の
伝
記
絵
巻
物

が
、
盛
ん
に
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
も
特

に
空
海
の
一
代
記
は
、
他
宗
派
の
も
の
に
比
べ

て
数
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
本
絵
巻
は
、

六
巻
本
（
巻
第
一
は
江
戸
時
代
の
補
写
）
が
唯

一
、
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

　
図
１
は
、
巻
第
三
の
最
後
の
場
面
で
、
空
海

が
入
唐
留
学
を
終
え
て
、
日
本
に
帰
国
し
よ
う

と
し
た
時
に
唐
の
明み

ん

州し
ゅ
うの
浜
よ
り
、
密
教
を
広

め
る
た
め
に
適
し
た
場
所
を
求
め
て
、
持
っ
て

い
た
三
鈷
杵
を
空
中
に
願
い
を
込
め
て
擲な

げ
う

つ

場
面
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
の
三
鈷
杵
と
伝
わ

る
も
の
が
図
２
に
な
り
ま
す
。
通
称
「
飛
行
三

鈷
杵
」
と
呼
ば
れ
、
空
海
が
擲
っ
た
後
、
高
野

山
（
現
在
の
伽
藍
）
の
松
の
木
（
三
鈷
の
松
）

に
掛
か
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
真
言
密
教
の
根
本

道
場
を
高
野
山
で
開
く
決
意
を
し
た
、
と
の
由ゆ

縁え
ん

が
あ
り
ま
す
。

　
本
絵
巻
は
、
今
回
の
展
覧
会
「
お
大
師
さ
ま

か
ら
・
お
大
師
さ
ま
へ
」
で
は
、
一
期
か
ら
四

期
に
わ
け
て
、
全
巻
の
展
示
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
飛
行
三
鈷
杵
も
三
期
と
四
期
に
展
示
い

た
し
ま
す
。
本
年
は
空
海
が
ご
誕
生
し
て

一
二
五
〇
年
目
の
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。
今

回
紹
介
し
た
も
の
を
含
ん
だ
空
海
ゆ
か
り
の

文
化
財
を
通
じ
て
、
空
海
の
事
績
を
よ
り
、
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
幸
い

で
す
。

　
　
　
　
　
（
和
多　
智
恵
光
）

重
要
文
化
財

高こ
う

野や

大だ
い

師し

行ぎ
ょ
う

状じ
ょ
う

図ず

画え　
六
巻

　
紙
本
著
色　
鎌
倉
時
代
〜
南
北
朝
時
代
（
十
四
世
紀
）　
地
蔵
院
蔵

図１　重文『高野大師行状図画』第巻三「大
だい

師
し

擲
なげうつ

三
さん

鈷
この

事
こと

」　地蔵院蔵
浜から持っていた三鈷杵を空中に願いを込めて擲ち、三鈷杵が雲に入っていく場面

図２　重文　金銅三鈷杵（飛行三鈷杵）　金剛峯寺蔵

収蔵品の紹介 112
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願
う
こ
と
は
、
弟
子
で
あ
る
我
々
を
慈
し

み
、
あ
ら
か
じ
め
臨り

ん

終じ
ゅ
うの
時
期
を
示
し
、

臨
終
の
苦
し
み
を
取
り
除
き
、
無
事
極
楽

往
生
す
る
こ
と
で
す
。」
と
記
し
て
い
ま

す
。
弘
法
大
師
へ
の
信
仰
と
、
極
楽
往
生

と
い
う
願
い
か
ら
阿あ

弥み

陀だ

信し
ん

仰こ
う

が
読
み
取

れ
る
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
進

状
の
日
付
が
「
二
十
一
日
」
で
あ
る
こ
と

（
弘
法
大
師
の
入

に
ゅ
う

定じ
ょ
うが
三
月
二
十
一
日
な

の
で
）
も
弘
法
大
師
へ
の
信
仰
の
厚
さ
が

読
み
取
れ
ま
す
。「
夫
蓮
華
台
〜
心
為
仏

塔
」
は
、『
大だ

い

日に
ち

経き
ょ
う

疏し
ょ

』
か
ら
引
用
さ
れ

た
一
文
で
、「
蓮
華
台
の
達
磨
駄
都
（
ダ

ル
マ
ダ
ド
）は
、い
わ
ゆ
る
法ほ

っ

身し
ん

舎
利（
法

舎
利
と
も
。
釈
迦
の
遺
骨
の
代
わ
り
に
経

典
な
ど
を
代
替
物
と
し
た
も
の
。）
で
あ

る
。（
梵ぼ

ん

音お
ん

で
）質
多（
心
）と
制
底（
塔
）

は
同
じ
字
体
で
、
そ
の
秘
密
と
し
て
、
心

を
仏
塔
と
し
た
。」
と
訳
せ
ま
す
が
、
不

勉
強
の
た
め
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
今
後
の

課
題
と
し
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
展
示
す
る
「
金
銅
蓮

台
形
舎
利
容
器
」（
金
剛
峯
寺
蔵
）
の
底

面
に
は
、「
佐
治
重
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う

針は
り

書が
き

が
あ
り
、
今
回
紹
介
し
た
文
書
で
寄

進
さ
れ
た
も
の
と
特
徴
が
合
致
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
寄
進
状
が
な
け
れ
ば
、
重
阿

弥
陀
仏
が
「
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
思
い
」

で
寄
進
し
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。　　
　
　
　
　
　
（
研
谷　
昌
志
）

※
今
回
紹
介
し
た
文
書
は
特
別
展
で
展
示
し

ま
せ
ん
が
、
寄
進
さ
れ
た
「
金
銅
蓮
台
形
舎

利
容
器
」
を
展
示
し
ま
す

　
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

空く
う

海か
い

（
お
大
師
さ
ま
）
の
御み

影え
い

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
伽が

藍ら
ん

御み

影え

堂ど
う

（
の

宝
庫
）
に
は
、
弘
法
大
師
の
徳
を
慕
っ
て

多
く
の
文
物
が
寄
進・奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
文
物
が
寄
進
さ
れ
た
経
緯
を
知

る
の
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
文
書
の

一
つ
が
寄
進
状
で
す
。
今
回
紹
介
す
る
の

は
、「
佐さ

治じ

重じ
ゅ
う

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
っ

舎し
ゃ

利り

寄き

進し
ん

状じ
ょ
う」

（
国
宝
『
続ぞ

く

宝ほ
う

簡か
ん

集し
ゅ
う』
巻
八
所
収
、
金
剛

峯
寺
蔵
）
で
す
。

　

こ
の
寄
進
状
に
よ
る
と
、
康
永
三
年

（
一
三
四
四
）
十
二
月
二
十
一
日
に
、
佐

治
重
阿
弥
陀
仏
と
い
う
人
物
（
詳
細
は
不

明
。「
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
阿

弥
陀
信
仰
の
信
徒
と
考
え
ら
れ
ま
す
）が
、

「
東と

う

寺じ

仏ぶ
っ

舎し
ゃ

利り

百
三
十
二
粒
」
と
、
そ
れ

を
入
れ
る
蓮
華
台
の
舎
利
容
器
（
水す

い

晶し
ょ
うの

蓋ふ
た

で
覆
い
中
が
透
け
て
見
え
る
）
を
、
高

野
山
御
影
堂
に
寄
進
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
「
仏
舎
利
」
と
は
、
釈
迦
の
遺
骨
の
こ

と
で
す
。
弘
法
大
師
も
仏
舎
利
を
八
十
粒

持
ち
帰
り
、
京
都
の
東
寺
に
納
め
ら
れ
た

の
で
、「
東
寺
仏
舎
利
」
な
ど
と
呼
ば
れ

た
よ
う
で
す
。
重
阿
弥
陀
仏
が
寄
進
し

た
の
も
「
東
寺
仏
舎
利
」
で
す
が
、
持

ち
帰
っ
た
の
が
八
十
粒
し
か
な
い
の
に
、

百
三
十
二
粒
も
寄
進
し
た
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
こ
の
東
寺
仏

舎
利
は
、
時
代
と
共
に
数
が
増
減
し
、
多

い
時
に
は
四
千
粒
を
超
え
て
い
た
と
言
い

ま
す
。
東
寺
の
寺
誌
『
東と

う

宝ほ
う

記き

』
に
よ
る

と
、
国
が
豊
か
な
時
は
増
え
、
衰
退
す
る

と
減
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
信

仰
上
の
こ
と
で
、
実
際
は
弘
法
大
師
以
後

の
僧
が
、
中
国
か
ら
東
寺
に
持
っ
て
帰
っ

て
き
て
増
や
し
た
よ
う
で
す
。

　

寄
進
状
の
話
に
戻
る
と
、
重
阿
弥
陀

仏
は
、「
弘
法
大
師
の
真し

ん

影え
い

を
敬
い
の
気

持
ち
を
も
っ
て
御
影
堂
に
安
置
し
ま
す
。

五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

が
下げ

生し
ょ
うす
る
ま
で
、
御
影
堂
か
ら
出
さ
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
弘
法
大
師
に

「
金こ

ん

銅ど
う

蓮れ
ん

台だ
い

形け
い

舎し
ゃ

利り

容よ
う

器き

と
寄
進
状
」

「佐治重阿弥陀仏舎利寄進状」（国宝『続宝簡集』巻八所収）

【
釈
文
】

奉
寄
進　
高
野
山
御
影
堂

　
合
東
寺
仏
舎
利
百
三
十
二
粒　
造
銅
蓮
華
座
台
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覆
水
精
蓋
透
之

右
仏
舎
利
者
重
阿
弥
陀
仏
先
祖
相
伝
之
重
宝

也
而
今
依
奉
敬
信
高
祖
大
師
真
影
所
奉
安
置

御
影
堂
也
永
至
慈
尊
之
出
世
不
可
被
出
御
影

堂
之
枢
仰
願
高
祖
大
師
慈
愍
弟
子
願
念
兼

示
臨
終
之
期
除
最
後
之
苦
正
念
而
遂
往
生

夫
蓮
華
台
之
達
磨
駄
都
所
謂
法
身
之
舎
利
也

質
多
与
制
底
体
同
也
此
宗
蜜
意
謂
心
為
仏
塔

蓋
是
顕
此
意
者
乎
仍
所
奉
寄
進
如
件

康
永
三
年
甲
申
十
二
月
廿
一
日　
佐
治
重
阿
弥
陀
仏

（
花
押
）

高
野
山
の
文
書　
（
二
十
三
）

金銅蓮台形舎利容器①

金銅蓮台形舎利容器②
（透けて中が見える）
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を
指
し
ま
す
。

　
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
四
脚
門
は
八
四
棟
、
平
唐
門
は

三
九
棟
あ
り
ま
す
が
、そ
の
内「
四

脚
平
唐
門
」
は
普
賢
院
を
含
め
て

六
棟
だ
け
で
す
。
建
築
的
に
は
随

分
珍
し
い
形
の
門
な
の
で
す
。
し

か
も
普
賢
院
以
外
は
日
光
、
静
岡

県
の
久
能
山
、
和
歌
山
、
群
馬
県

の
世せ

良ら

田だ

、
滋
賀
県
の
日
吉
大
社

に
あ
る
何
れ
も
東
照
宮
の
門
だ
と

い
う
こ
と
が
特
筆
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
実
は
こ
の
普
賢
院
四
脚

門
も
、
か
つ
て
高
野
山
内
に
あ
っ

た「
行

ぎ
ょ
う

人に
ん

方か
た

東
照
宮
」の
門
だ
っ
た

の
で
す
。「
四
脚
平
唐
門
」と
い
う

形
式
や
赤
い
塗
装
や
文
様
彩
色
、

そ
し
て
金
色
の
錺
金
具
で
彩
ら
れ

た
華
や
か
さ
は
、ま
さ
に「
東
照
宮
」

に
ふ
さ
わ
し
い
意
匠
な
の
で
す
。

　
「
行
人
方
東
照
宮
」
は
現
在
の

本
山
金
剛
峯
寺
の
西
北
裏
山
に
、

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
創
建

さ
れ
た
の
で
す
が
、
明
治
に
な
っ

て
廃
絶
し
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）

三
月
に
山
内
の
寺
院
五
〇
カ
寺
、

町
屋
一
二
三
軒
が
焼
失
す
る
大
火

災
が
発
生
し
、
普
賢
院
も
類
焼
し

ま
し
た
。
そ
の
再
建
に
際
し
て
、

廃
絶
し
て
い
た「
行
人
方
東
照
宮
」

の
建
物
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
移

築
さ
れ
た
の
が
こ
の
普
賢
院
四
脚

門
な
の
で
す
。

　
記
録
に
よ
る
と
、
寛
永
に
創
建

さ
れ
た
行
人
方
東
照
宮
は
十
八
年

後
の
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に

正面の全景　「四脚平唐門」という形式で、全国的に例は
少なく、しかも特に東照宮に用いられた建築様式のようだ。
赤い塗装や文様彩色が施されているのも、高野山では特異
な存在である。

軒裏と妻飾りの詳細　両妻は隅柱に組物を、中間には蟇股
を置いて妻虹梁を掛け、その上に大斗絵様肘木を置いて棟
木を受ける。桁行の中央の大瓶束は断面が四角で足元が葉
のような姿となっていること、頂部四方に木鼻を付けるこ
となど斬新な意匠である。

『高野山壇上寺家絵図』の東照宮　宝永４年（1707）の
製作。写真の中央に南北に通る道路があり、右が現在の総
本山金剛峯寺となっている「青巌寺」、左が行人方の本山「興
山寺」で、その北に「東照宮」がある。透塀の中央にある
のが普賢院四脚門だと想定されている。

背側面の全景　屋根を側面から見たとき凸形曲線となって
いるのが「平唐門」である。中央に2本の丸柱を建て、そ
の前後に断面が四角な控えの柱が建つ形式の門が「四脚
門」。その両方の形式を持つこの門は「四脚平唐門」と称
され、全国的にも珍しい。

　
普
賢
院
は
、
高
野
山
内
で
最
も

参
詣
者
の
行
き
交
う
千
手
院
橋
交

差
点
の
北
東
に
あ
る
寺
院
で
す
。

お
寺
の
正
門
は
西
の
大
通
り
に
面

し
て
い
ま
す
が
、
四し

脚き
ゃ
く

門も
ん

は
境

内
の
南
に
あ
る
裏
門
で
、
小
田
原

天
神
社
の
広
場
に
面
し
て
い
ま
す
。

門
に
は
赤
い
塗
装
や
文
様
彩
色
が

施
さ
れ
て
い
て
、
高
野
山
で
は
他

に
例
の
な
い
特
異
な
門
で
す
。

　

こ
の
門
は
正
面
の
柱
間
が
二
・

五
ｍ
ほ
ど
の
「
四し

脚き
ゃ
く

平ひ
ら

唐か
ら

門も
ん

」

と
い
う
形
式
で
す
。
こ
れ
は
平
面

形
式
が
「
四
脚
門
」
で
、
屋
根
が

「
平ひ

ら

唐か
ら

門も
ん

」
と
い
う
形
式
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
四
脚
門
」
は
中
央
の
扉
を
建

て
込
む
位
置
に
二
本
の
丸
柱
を
建

て
、
そ
の
前
後
に
断
面
が
四
角
な

控
え
の
柱
が
建
つ
形
式
の
門
で

す
。
実
際
は
六
本
の
柱
が
建
つ
の

に
、
何
故
か
「
四
脚
」
門
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
平
唐
門
」
は
、
側
面
か
ら
屋

根
を
見
る
と
、
中
央
の
棟
の
部
分

が
丸
い
凸
型
で
、
軒
先
に
向
か
う

と
反
転
し
て
凹
型
に
反
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
形
の
屋
根
を
も
つ
門

仏
殿
の
形
式
に
建
て
替
え
ら
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
普

門
院
四
脚
門
は
寛
永
の
創
建
期
の

も
の
か
、
慶
安
の
建
て
替
え
時
期

の
も
の
か
、
両
様
の
可
能
性
が
あ

る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
棟
札

な
ど
の
決
定
的
な
根
拠
は
無
く
、

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
門
が
建
て
ら
れ
た
の
は
何

時
な
の
で
し
ょ
う
か
。
寛
永
か
慶

安
か
わ
ず
か
十
八
年
の
差
は
、
建

築
の
様
式
論
で
は
判
断
が
つ
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
赤
い
塗
装
や
彩

色
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
決
め

手
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
行
人
方
東
照
宮
の
拝
殿
と
本
殿

は
、明
治
二
十
一
年
の
大
火
の
後
、

普
賢
院
と
そ
の
北
隣
の
普
門
院
の

本
堂
と
し
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
こ

と
が
記
録
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
両
院
の
本

堂
は
何
れ
も
外
部
が
白
木
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
慶
安
に
再

建
さ
れ
た
東
照
宮
の
仏
殿
や
拝
殿

の
外
部
は
白
木
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
本
殿
拝
殿
を
囲
む
透す

き

塀べ
い

の
正

面
中
央
の
「
四
脚
平
唐
門
」
だ
け

に
塗
装
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
の

は
、
異
質
で
す
。
恐
ら
く
寛
永
創

建
期
の
東
照
宮
社
殿
は
全
て
が
塗

装
彩
色
で
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。

　
普
賢
院
四
脚
門
は
寛
永
八
年
に

創
建
さ
れ
た
行
人
方
東
照
宮
の
貴

重
な
遺
構
に
違
い
な
い
と
思
う
の

で
す
。

高
野
山
の
古
建
築　
第
四
十
一
回

重
要
文
化
財　

普ふ

賢げ
ん

院い
ん 

四し

脚き
ゃ
く

門も
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴 

海　

祥 

博

連 載
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高
野
山
の
生
き
物

第
六
回

　

高
野
山
寺
領
森
林
組
合　

西
田　

安
則

キ
ジ
と
ヤ
マ
ド
リ
（
国
鳥
と
日
本
固
有
種
）

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
高
野
山
で
は
、
平
成
三
十
年
頃
ま
で
は

放
鳥
さ
れ
た
キ
ジ
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
降
キ
ジ
の
姿
を
見
る
こ

と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

代
わ
り
ヤ
マ
ド
リ
と
い
う
キ
ジ
の
仲
間
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
３
）。
キ
ジ

は
日
本
の
国
鳥
と
し
て
有
名
で
す
が
、
日

本
固
有
種
で
あ
り
、
キ
ジ
よ
り
も
さ
ら
に

長
い
尾
を
持
ち
森
林
の
中
で
暮
ら
し
て
い

る
た
め
に
な
か
な
か
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
ヤ
マ
ド
リ
は
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
く

海
外
の
愛
鳥
家
の
憧
れ
の
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ヤ
マ
ド
リ
は
５
亜
種
に
分
か
れ
て
お

り
、
高
野
山
で
生
息
す
る
ヤ
マ
ド
リ
は
亜

種
ウ
ス
ア
カ
ヤ
マ
ド
リ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ヤ
マ
ド
リ
も
狩
猟
鳥
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
無
策
な
放
鳥
は
亜
種
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

乱
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
や
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
中
の
橋
駐
車
場
か
ら
奥
の
院
に
向
か
っ

て
参
道
を
行
く
と
、
一
の
橋
か
ら
の
参
道

と
合
流
し
ま
す
。
そ
こ
を
奥
の
院
に
向
け

て
少
し
行
く
と
右
手
に
化
粧
地
蔵
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
向
か
い
に
松
尾
芭
蕉
（
一
六

六
四
│
一
九
九
四
）
の
「
父
母
の
し
き
り

に
恋
し
雉
子
の
声
」
の
句
碑
が
あ
り
ま
す

（
図
１
）。
芭
蕉
は
一
六
八
七
年
に
江
戸
を

出
発
し
各
地
を
廻
り
な
が
ら
高
野
山
に
参

拝
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
に
詠
ま
れ

た
句
が
二
首
あ
り
そ
の
一
つ
が
奥
の
院
に

あ
り
ま
す
。
自
然
石
に
刻
ま
れ
た
句
は
、

池
大
雅
の
書
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
さ
て
、
本
題
は
こ
の
句
よ
り
当
時

の
高
野
山
の
景
観
が
伺
い
知
れ
る
こ
と
で

す
。
キ
ジ
の
元
来
の
生
息
環
境
は
、
低
木

林
や
草
原
、
畑
な
ど
比
較
的
開
け
た
環
境

を
好
む
鳥
で
す
（
図
２
）。
芭
蕉
が
本
当

に
高
野
山
で
キ
ジ
の
声
を
聞
い
た
の
で
あ

れ
ば
、当
時
の
高
野
山
は
、深
い
森
林
と
、

明
る
い
草
原
等
と
変
化
に
富
ん
だ
環
境

図１　芭蕉句碑 

図２　キジ（写真提供：林育造 氏）

図３　ヤマドリ
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高野山霊宝館からのお知らせ
◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
）
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
５
月
20
日
㈯　
講
師　
湯
浅
宗
生　
師

　
６
月
３
日
㈯　
講
師　
小
野
聖
護　
師

　
７
月
１
日
㈯　
講
師　
阿
部
眞
秀　
師

今
後
の
開
催
予
定

　
８
月
５
日
㈯
、
９
月
２
日
㈯
、

　
10
月
７
日
㈯
、
11
月
11
月
日
㈯

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
よ
り
約
45
分

未
指
定　
明
恵
上
人
金
剛
峯
寺
巡
礼
次
第

　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺

○
冬
期
平
常
展
「
密
教
の
美
術
」

　
令
和
６
年
１
月
20
日
㈯
〜
４
月
14
日
㈰

〇
貸
出
情
報

●
武
田
氏
館
跡
歴
史
館（
山
梨
県
甲
府
市
）

信
玄
没
後
４
５
０
年
特
別
展
「
戦
国
大

名
武
田
信
玄
の
遺
産
」

　
４
月
12
日
㈬
〜
12
月
24
日
㈰

未
指
定　
厨
子
入
弁
才
天
十
五
童
子
像　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
慶
院

未
指
定　
五
鈷
鈴　
　
　
　
　
成
慶
院

　
※
展
示
期
間
は
６
月
14
日
㈬
〜

　
　
７
月
31
日
㈪

●
岡
崎
市
美
術
博
物
館（
愛
知
県
岡
崎
市
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
ど
う
す

る
家
康
」

　
　
７
月
１
日
㈯
〜
８
月
20
日
㈰

未
指
定　
武
田
晴
信
像　
　
　
持
明
院

未
指
定　
武
田
頼
勝
妻
子
像　
持
明
院

◎
高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

　

高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
、
霊
宝
館
長
が
展
示
解
説
を
行
う
動
画

が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
（「
高
野
山
霊
宝
館
」）
し
て
、

霊
宝
館
収
蔵
の
文
化
財
の
解
説
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

•
展
示
解
説
『
金
念
珠
』

•
展
示
解
説
『
阿
弥
陀
如
来
坐
像
』

◎
霊
宝
館
長 

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

開
催

 

６
月
10
日
㈯
、
大
森
照
龍
霊
宝
館
長
に

よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
し
、
多
く
の
拝
観
者
に
展
示
解
説

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
展
覧
会
予
定

○
秋
期
企
画
展
「
弘
法
大
師
空
海
の
弟
子

た
ち
」

　
10
月
14
日
㈯
〜
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

　
※
12
月
28
日
㈭
〜
１
月
４
日
㈭
休
館

国
宝　
　
宝
簡
集
・
続
宝
簡
集
・

　
　
　
　
又
続
宝
簡
集　
　
　
金
剛
峯
寺

未
指
定　
仏
具
類　
伝
行
勝
上
人
所
持

　
蓮
華
定
院

未
指
定　
三
派
廃
止
沙
汰
書　
金
剛
峯
寺

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
友
の
会
会
員
募
集　

•
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
様
の
み
霊

　
宝
館
と
金
堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

•
霊
宝
館
発
行
の
季
刊
誌
「
霊
宝
館
だ

　
よ
り
」
送
付

〈
年
会
費
〉　

一
般
会
員
（
個
人
）　　
３
，０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　
３
０
，０
０
０
円

　
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り

　
ま
す
。

ミュージアムトーク開催風景（湯浅宗生師）

霊宝館長スペシャル・ギャラリートーク開催風景
（大森照龍館長）

明恵上人金剛峯寺巡礼次第　金剛峯寺


